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(57)【要約】
【課題】検針員によるメータの数字の読み取り間違いや
目盛りの読み取り間違いをできるだけ少なくすことがで
きるアナログメータを提供する。
【解決手段】例えば０から９までの数字がその外周面に
描かれた筒状の数字ドラム（２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，
２ｅ）と、該数字ドラムの前面側に配置され数字を読み
取るための表示窓（４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ，４ｅ）が
開口して形成された表示パネル（６）とを備えたアナロ
グメータ（１０）において、前記数字ドラム外周面に並
んで描かれた偶数の数字と奇数の数字が異なる表現形式
で表されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の数字がその外周面に並んで描かれた筒状の数字ドラム（２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ
，２ｅ）と、該数字ドラムの前面側に配置され数字を読み取るための表示窓（４ａ，４ｂ
，４ｃ，４ｄ，４ｅ）が開口して形成された表示パネル（６）とを備えたアナログメータ
（１０）において、
　前記数字ドラム外周面に並んで描かれた数字が交互に異なる表現形式で表されている、
ことを特徴とするアナログメータ。
【請求項２】
　前記数字ドラム（２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅ）は複数個が同軸に横並びし、前記表
示窓（４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ，４ｅ）から横に並んで見える数字列が複数桁の数値を意
味し、
　前記複数個が横並びした数字ドラムのうち最も右側に位置する数字ドラム（２ｅ）には
、描かれた数字の一桁下の数値を意味する複数本の目盛り（Ｓ）が刻まれており、
　該目盛りの意味する数値が大きくなるのに伴って、目盛り自体の長さが徐々に長くなる
よう描かれるか、描かれた数字の背景色の範囲が漸増するように着色されている、ことを
特徴とする請求項１に記載のアナログメータ。
【請求項３】
　前記最も右側に位置する数字ドラム（２ｅ）の数字は、各数字の中央がその横に刻まれ
た一桁下の数値を意味する複数本の目盛り（Ｓ）のうち５に相当する目盛りとほぼ一致す
るように描かれている、ことを特徴とする請求項２に記載のアナログメータ。
【請求項４】
　少なくとも最も右側に位置する数字ドラム（２ｅ）の数字を読み取るための前記表示パ
ネル（６）の表示窓（４ｅ）は、その数字ドラムに描かれた１つの数字の全体が見える大
きさの第一開口部（８ａ）と該第一開口部の下辺側を延長するように形成された第二開口
部（８ｂ）とから構成され、該第二開口部には有色透明又は有色半透明の判別部材（２２
）が設けられている、ことを特徴とする請求項２又は３に記載のアナログメータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電力量計、水量計、ガス量計などの計器であって、数字ドラムに描かれた数
字を表示窓を通して読み取ることで、電力等の使用量を計測する方式のアナログメータに
おいて、検針員が数字や目盛りを読み取る際の読み取り間違いの発生をできるだけ減少さ
せるためのメータ表示の工夫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば円盤が一定数回転することで、０から９までの数字がその外周面に周方向に並ん
で描かれた円筒状の複数の数字ドラムが軸回転し、各数字ドラムの数値を計器正面の表示
パネルに開口して形成された矩形の表示窓を通して読み取ることで電力の使用量を計測す
る方式の誘導型電力計は、指示数をデジタル表示させる電子式電力量計と比べ製造コスト
を抑えることができるため、従量電灯契約や低圧電力契約の顧客を中心に多く使用されて
いる。
【０００３】
　図５に代表的な誘導型電力計の外観を斜視図で示した。この誘導型電力計（１００）は
その外形をなすケーシング（１１０）と、ケーシングの中に収容された電力量計本体（１
２０）から構成されている。このケーシング（１１０）はその背面側が金属製の基台（１
１１）で、その前面側が基台と組み付けられる蓋部（１１３）となっており、この蓋部は
金属製の枠体（１１５）と枠体の上部に前側に突出するように取り付けられた透明樹脂製
の略箱型の前面カバー（１１７）を備えている。このケーシング（１１０）内に収容され
る電力量計本体（１２０）は、その下方部にケーブルを接続するための端子台（１２３）
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が、その上方部に設置時に水平面をなし電力使用量に応じて回転するアルミニウム製の円
盤（１９）や設置時に水平方向を回転軸とする回転軸方向に５つ並んだ破線で透視して示
した数字ドラム（１２ａ，１２ｂ，１２ｃ，１２ｄ，１２ｅ）、数字ドラムの前面側に配
置され数字ドラムの数値を読み取るための５つの表示窓１４が横方向に並んで開口して形
成された表示パネル（１６）等の部品を備えており、電力量計本体（１２０）の主要部品
は透明な前面カバー（１１７）内に収められるようになっている。
【０００４】
　図６に表示パネルの拡大図を示した。この図からも分かるように、表示パネル（１６）
の表示窓（１４）（１４ａ，１４ｂ，１４ｃ，１４ｄ，１４ｅ）から読み取られる数値は
これまでに使用された電力量の総量を［ｋＷｈ］で表す。そのため黒地に銀色の数字で表
わされた千の位までの４桁と銀地に黒色の数字で表わされた小数点一桁の計５つの数字ド
ラム（１２ａ，１２ｂ，１２ｃ，１２ｄ，１２ｅ）の数値を読み取り、前回検針時の数値
との差を求めることで、当月分の使用電力量を算出することができる。なお数字ドラム（
１２ａ，１２ｂ，１２ｃ，１２ｄ，１２ｅ）上に表された数字は、その視認性を高めるた
めにできるだけ大きく描かれており、数字ドラムの外周に縦方向に並んだ各数字間にはほ
とんど隙間がない。そして表示パネル（１６）の表示窓（１４）の大きさは、数字ドラム
（１２ａ，１２ｂ，１２ｃ，１２ｄ，１２ｅ）の１つの数字がちょうど表出する程度の大
きさとなっている。
【０００５】
　図７に各数字ドラムの展開図を示した。図に示したように、小数点一桁目の数字が表さ
れた数字ドラム（１２ｅ）には、数字のほかにその右周縁部に目盛りが全周に渡って刻ま
れている。この目盛りは縦に並んで隣接する数字の間にそれぞれ１０本の黒線が等間隔に
並ぶように描かれたものであり、小数点二桁目の０と５に相当する目盛り線が他の目盛り
線よりも若干長くなっており、また、小数点二桁目の０に相当する目盛り線が他の目盛り
線よりも若干太くなっている。そして小数点二桁目の０に相当する目盛り線が小数点一桁
目を表す数字の中心に来るようになっている。
【０００６】
　なお小数点一桁目の数字が表された数字ドラム（１２ｅ）は電力使用量に従って回転す
る一方、千の位までの４桁の数字が表された各数字ドラム（１２ａ，１２ｂ，１２ｃ，１
２ｄ）は、それぞれその１桁小さい数字ドラムの数字が９から０になるときにのみこれに
伴って１／１０回転し、数字が＋１だけ大きくなるようになっている。
【０００７】
　このような誘導型電力計に関する先行技術としては、例えば下記特許文献１の「盗電検
出方法及び積算電力計」などが存在する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００６－２３２８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで毎月の一般的な検針は千の位までの４桁のみが読み取られ小数点一桁の読み取
りは行われない。一方、引っ越しや契約変更等に伴う契約の廃止や新規契約・再契約など
の際にはより詳細な計測が必要となるため、小数点一桁目の数字および小数点二桁目に相
当する目盛り線までその読み取りが行われる。
【００１０】
　ここで、このような誘導型電力計のようなアナログメータは既述のように製造コストが
低廉であるといった長所があるものの、検針員による数値の読み取り間違いが発生しやす
いといった問題があった。すなわち、検針間違いのほとんどは検針員の確認漏れや思い込
みによる数字の誤認によるものであるが、上述したようなアナログメータでは、特に、数



(4) JP 2011-237248 A 2011.11.24

10

20

30

40

50

字の変更中に表示窓から見える数字が２つにまたがり数字の下半分と上半分しか見えない
ような場合、例えば５から６、８から９への変更中などにはその数字が読み取りづらいこ
とや、小数点一桁目の数字の繰り上がり（９から０）の際にはその右側の小数点二桁目に
相当する目盛り線の読み取り間違い（３の目盛りと７の目盛りを勘違いするなど）が発生
しやすいといった問題などがあった。
【００１１】
　本発明は、かかる問題点を解決するために創案されたものである。すなわち本発明の目
的は、検針員によるメータの数字の読み取り間違いや目盛りの読み取り間違いをできるだ
け減少させることができるアナログメータを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記課題を解決するために、本発明に係るアナログメータは、複数の数字がその外周面
に並んで描かれた筒状の数字ドラム（２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅ）と、該数字ドラム
の前面側に配置され数字を読み取るための表示窓（４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ，４ｅ）が開
口して形成された表示パネル（６）とを備えたアナログメータ（１０）において、前記数
字ドラム外周面に並んで描かれた数字が交互に異なる表現形式で表されている、ことを特
徴とする。
【００１３】
　また、前記数字ドラム（２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅ）は複数個が同軸に横並びし、
前記表示窓（４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ，４ｅ）から横に並んで見える数字列が複数桁の数
値を意味し、前記複数個が横並びした数字ドラムのうち最も右側に位置する数字ドラム（
２ｅ）には、描かれた数字の一桁下の数値を意味する複数本の目盛り（Ｓ）が刻まれてお
り、該目盛りの意味する数値が大きくなるのに伴って、目盛り自体の長さが徐々に長くな
るよう描かれるか、描かれた数字の背景色の範囲が漸増するように着色されている、こと
が好ましい。
【００１４】
　さらに、前記最も右側に位置する数字ドラム（２ｅ）の数字は、各数字の中央がその横
に刻まれた一桁下の数値を意味する複数本の目盛り（Ｓ）のうち５に相当する目盛りとほ
ぼ一致するように描かれている、ことも好ましい。
【００１５】
　また、少なくとも最も右側に位置する数字ドラム（２ｅ）の数字を読み取るための前記
表示パネル（６）の表示窓（４ｅ）は、その数字ドラムに描かれた１つの数字の全体が見
える大きさの第一開口部（８ａ）と該第一開口部の下辺側を延長するように形成された第
二開口部（８ｂ）とから構成され、該第二開口部には有色透明又は有色半透明の判別部材
（２２）が設けられている、ことも好ましい。
【発明の効果】
【００１６】
　以上のような構成の本発明では、数字ドラムに描かれた数字を偶数と奇数とを、例えば
色分けしたり異なる字体やデザインなど異なる表現形式によって表してやることで、検針
員は偶数と奇数とをその色等から容易に判別することができ、数値の読み取り間違いを減
少させることに貢献することができる。特に数字ドラムが回転中で表示窓から数字の一部
分しか表出しておらず、例えば表示窓から見える数字が例えば「８」の下半分と「９」の
上半分などである場合などの読み取り間違いが発生しやすい状況においても、その判別を
容易化することができる。
【００１７】
　また、表示窓から見える複数の数字列が複数桁の数値を意味するアナログメータでは、
その最も右側の数字の横に一桁下の数値を意味する目盛りが刻まれることも多いが、この
目盛りが意味する数値が０，１，２，３，４，・・・と大きくなるのに伴ってその目盛り
の長さが徐々に長くなるように描くことで、例えば２と８、３と７、４と６とを勘違いし
て読み取り間違いをすることを減少させることができる。もしくは目盛りが意味する数値
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が０，１，２，３，４，・・・と大きくなるのに伴って数字の背景色の範囲が漸増するよ
うに着色してやることによっても同様の効果を達成することができる。
【００１８】
　さらに、一般的なアナログメータでは数字の中心はその横に刻まれた目盛りのうち０に
相当する目盛りの位置に来るが、これを５に相当する目盛りの位置に変更してやることで
、０から９までの数字を隙間なく並べた場合でも、上記の徐々に長くなる０から９を意味
する目盛りや漸増する背景色を各数字に並べたり重ねたりしてやることができ、より効果
的に読み取り間違いの発生を防止することができる。
【００１９】
　また、表示パネルの表示窓を従来のアナログメータのものと比してその下側に拡大する
ようにすなわち表示窓の縦幅が下側に広がるように開口させることで、下側から見上げて
数値を読み取ることが多い検針作業において、隣接する２つの数字の多くの部分を同時に
表示窓から表出させることができる一方、拡大させた部分に有色透明等の判別部材を設け
ることで拡大させた部分をはっきりと判別できるようにし、表示窓から表出する２つの数
字のいずれを読み取るべきかの判断に勘違いが発生しないようにしてやることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】実施例１に係るアナログメータ（電力量計）の外観図および表示パネル部分を示
した図である。
【図２】実施例１に係るアナログメータ（電力量計）の各数字ドラムの展開図である。
【図３】実施例２に係るアナログメータ（電力量計）の各数字ドラムの展開図である。
【図４】実施例３に係るアナログメータ（電力量計）の表示パネルの正面図である。
【図５】従来のアナログメータ（電力量計）の外観図である。
【図６】従来のアナログメータ（電力量計）の表示パネルの正面図である。
【図７】従来のアナログメータ（電力量計）の各数字ドラムの展開図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明は、電力量計、水量計、ガス量計などの計器であって、数字ドラムに描かれた数
字を表示パネルの表示窓を通して読み取ることで、電力等の使用量を計測する方式のアナ
ログメータにおいて、検針員が数値や目盛りを読み取る際の読み取り間違いの発生をでき
るだけ減少させることを目的としたものであり、数字ドラムの数字や目盛り等の表示を工
夫したり、表示窓の構造を工夫することでその目的の達成を図っている。
　以下、本発明の好ましい実施の形態を、図面を参照して説明する。
【実施例１】
【００２２】
　図１に示した実施例１のアナログメータの外観図および表示パネル部分を示した。この
アナログメータ１０は電力会社が採用する電力量計であり、その外観や内部の基本構造は
前述した従来の電力量計と大きく異なるところはないため、共通する構成については同様
の符合を付すことでその外観についての重複した説明は省略する。
【００２３】
　このアナログメータ（電力量計）１０は図示しない電圧コイルと電流コイルの間にアル
ミ製の円盤１９を挟み込み、これらのコイルに通電することで回転磁場を発生させ、これ
により生じた渦電流による誘導起電力で円盤１９を回転させる仕組みの誘導型電力計であ
る。この電力量計１０には、電力使用量に伴って回転する円盤１９が一定数回転すること
で回転する５つの数字ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅが備えられており、各数字ド
ラムの外周面には０から９までの数字が順に並んで描かれている。数字ドラム２ａ，２ｂ
，２ｃ，２ｄ，２ｅの前面側にはこれに対応した位置に矩形の５つの表示窓４ａ，４ｂ，
４ｃ，４ｄ，４ｅが横方向に並んで開口して形成された表示パネル６が配置されている。
なお数字ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２eに描かれる数字は０から９までの１０個の
数字が並ぶのが好ましいが、例えば偶数のみ描くようにすることも可能ではある。
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【００２４】
　図１からも分かるようにこの表示パネル６は矩形の金属平板であり、その表面には機器
番号や契約種別、周波数、電力量の表示単位などの情報が印刷されており、そのほぼ中央
部に表示窓４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ，４eが開口して形成されている。この表示窓４ａ，
４ｂ，４ｃ，４ｄ，４eの大きさは数字ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２eに描かれた１
つの数字全体がちょうど表出することができる大きさとなっている。
【００２５】
　５つの数字ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２eは０から９までの数字がその外周面に
周方向に連続して描かれた同径の円筒であり、円筒の幅が１～１．２ｃｍ程度、円筒の直
径が４ｃｍ程度となっている。そして５つの数字ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２eが
同軸に横方向に並ぶことで、左側の数字ドラムの数字から千の位、百の位、十の位、一の
位、小数点一の位の数値を表すようになっている。そして数字ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，
２ｄ，２eの数字は、視認性向上のためできるだけ大きく描かれ、連続する数字の間にほ
とんど隙間はない。
【００２６】
　ここで千の位、百の位、十の位、一の位を表す４つの数字ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２
ｄは、それぞれの１桁下の数字ドラムが９から０になる際に数値を＋１すべく１／１０回
転するようになっている。すなわち千の位から一の位までの４つの数字ドラム２ａ，２ｂ
，２ｃ，２ｄは、その桁の１桁下の数字ドラムが１から２、２から３、・・・、８から９
になる際には回転しないが、９から０になる際にのみ１／１０回転するようになっている
。
　一方、一番右側の小数点一の位を表す数字ドラム２eは、使用電力量に伴って回転する
アルミ製の円盤１９が一定数回転することで、それに伴って徐々に回転し、例えば１ｋＷ
ｈの電力の使用で一回転するようになっている。
【００２７】
　図２に各数字ドラムの展開図を示した。図に示したように、千の位、百の位、十の位、
一の位を表す４つの数字ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄの数字は、黒地に銀文字で表され
ているが、偶数と奇数を区別するために、例えば奇数の数字にのみ若干色がついた銀文字
（薄緑色など）とするなど偶数の数字とは異なる表現形式で表されている。なお異なる表
現形式としては数字への着色の他に、数字の字体の変更や数字の太字・細字の変更、数字
の実線と破線の変更、数字への斜線や散点の付加なども含まれる。
【００２８】
　小数点一の位を表す数字ドラム２eは、その左側に並ぶ４つの数字ドラム２ａ，２ｂ，
２ｃ，２ｄよりも若干その円筒の幅が大きく１．２ｃｍ程度となっている。なおこの数字
ドラム２eに描かれた数字の大きさはその左側の数字（正の整数）の大きさと同じである
が、各数字は数字ドラム２eに左詰めで描かれている。
　小数点一の位を表す数字ドラム２eには、銀地に偶数と奇数で色が異なる数字が描かれ
ている。本実施例ではこの数字は偶数が黒で奇数がグレーで表されているが、もちろん色
彩これに限られるものではなく、またその表現形式も上記と同様に様々なものを採用する
ことができる。
【００２９】
　また小数点一の位を表す数字ドラム２eには数字のほかにその右周縁部に目盛りＳが全
周に渡って刻まれている。この目盛りＳは縦に並んで連続する数字の間にそれぞれ１０本
が等間隔に並ぶように描かれた横線であり、これを読み取ることで小数点二桁目の値を計
測することができる。
　ここで小数点一の位を表す数字ドラム２eの数字は、その中央がその横に刻まれた一桁
下の数値を意味する複数本の目盛りＳのうち５に相当する目盛りとほぼ一致するように描
かれている。さらに数字間に刻まれた１０本の目盛りＳは、この目盛りの意味する数値が
大きくなるのに伴って、目盛り自体の長さが徐々に長くなるよう描かれているが、数字と
目盛りＳとは重ならないようになっている（重なることも可能である）。なお５に相当す
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る目盛りは他の目盛りと区別できるように、例えば５の目盛りは太い赤線、他の目盛りは
黒い細線とするなど、異なる太さや色で描かれている。
【００３０】
　以上に説明した構成を有する本実施例のアナログメータ（電力量計）１０によれば、数
字ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２eに描かれた数字を偶数と奇数とを、色分け等によ
り異なる表現形式で表してやることで、検針員による偶数と奇数との判別を容易化・確実
化してやることができる。そのため数字の変更中（数字ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，
２eの回転中）に表示窓４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ，４eから見える数字が２つにまたがり数
字の下半分と上半分しか見えないような場合、例えば５から６、８から９への変更中など
にはその数字が読み取りづらい場合にも、その読み取り間違いの減少に貢献することがで
きる。
　また小数点一の位の数字ドラム２eの周縁部の目盛りＳを、０に相当する目盛りから９
に相当する目盛りになるに従い段々と長くすることで、例えば２と８、３と７、４と６と
を勘違いして読み取とってしまうような間違いをほとんどなくすことができる。
さらに、小数点一の位の数字ドラム２eに記載する数字の中心を、これまでのように小数
点二桁目の数値を意味する目盛りの０に相当する目盛りにあわせるのではなく５に相当す
る目盛りにあわせることで、表示窓４eから主として表出する数字そのものを読み取るこ
とで小数点一桁を意味する数値を知ることができるようになるので、勘違い等による数字
の読み取り間違いを減少させることができる。
【実施例２】
【００３１】
　実施例２のアナログメータも実施例１と同様に電力量計でありその構成も近似したもの
であるが、小数点一の位を表す数字ドラムに相違点がある。
図３は各数字ドラムの展開図である。
【００３２】
　実施例２のアナログメータの小数点一の位を表す数字ドラム２eには、数字のほかに、
これを読み取ることで小数点二桁目の数値を計測するための目盛りＳがその右周縁部に全
周に渡って刻まれている。この目盛りＳは縦に並んで連続する数字の間にそれぞれ１０本
が等間隔に並ぶように描かれた横線であり、実施例１とは異なり、０と５に相当する目盛
りのみが他の目盛りＳよりも若干長くなるように描かれている。そして実施例１と同様に
、小数点一の位を表す数字ドラム２eの数字は、その中央がその横に刻まれた一桁下の数
値を意味する複数本の目盛りＳのうち５に相当する目盛りとほぼ一致するように描かれて
いる。
　ここで小数点一の位を表す数字ドラム２eには、銀地に偶数と奇数で色が異なる数字が
描かれており（例えば偶数が黒で奇数がグレー）、また、銀地部分には小数点二桁目の数
値を意味する目盛りの数値が０から９へと大きくなるのに伴って、描かれた数字の背景色
の範囲が漸増するように着色が施されている。例えば銀地上に描かれた各数字が、例えば
黄色の直角三角形の背景の色と重なるようになっている。
【００３３】
　このように実施例２のアナログメータによれば、実施例１と同様の効果の他に、小数点
二桁目の数値を計測するための目盛りＳの長さを段階的に長くしなくとも、２と８、３と
７、４と６とを勘違いして読み取とってしまうような間違いをほとんどなくすことができ
る。なお目盛りＳが数字と重ならないように小数点一の位を表す数字ドラム２eの幅を大
きくする必要もないため、各数字ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２eの大きさを揃えて
やることもできる。
【実施例３】
【００３４】
　実施例３のアナログメータは実施例２と同様の電力量計でありその構成も近似したもの
であるが、小数点一の位を表す数字ドラム２eの数字を読み取るために、表示パネル６に
形成された表示窓４eに相違点がある。



(8) JP 2011-237248 A 2011.11.24

10

20

30

40

50

　図４は電力量計の表示パネルを示した正面図である。
【００３５】
　実施例３のアナログメータの各数字ドラム２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２eは実施例２の
ものと同じものであるが（図３参照）、数字ドラムの前面側に配置される表示パネル６、
特にその表示窓４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ，４eのうち小数点一の位を表す数字ドラム２eの
数字を読み取るための表示窓４eに相違点がある。
【００３６】
　小数点一の位を表す数字ドラム２e（最も右側に位置する数字ドラム）の数字を読み取
るための表示パネル６の表示窓４eは、その数字ドラム２eに描かれた１つの数字の全体が
見える大きさの第一開口部８ａと第一開口部の下辺側を延長するように形成された第二開
口部８ｂとから構成されており、この第二開口部には判別部材２２が設けられている。す
なわち第一開口部８ａは実施例１や２のアナログメータや従来のアナログメータと同様の
大きさの開口であるため、第二開口部８ｂおよび判別部材２２が本実施例のアナログメー
タの特徴部分となっている。
【００３７】
　より詳細には、第二開口部８ｂは第一開口部８ａの下辺側を３ｍｍ程度延長するように
、すなわち表示窓４eを縦長とするように形成されており、また、第二開口部８ｂには例
えば薄褐色に着色された透明薄板である判別部材２２が取り付けられている。そのためこ
れまでは表示パネル６によって隠れていた表示窓４e（第一開口部８ａに相当）下の数字
ドラム２eの数字を直接読み取ることが可能となり、例えばこれまで５から６、８から９
への変更中などにはその数字が読み取りづらいことがあったという問題を解消することが
できる。一方、第二開口部８ｂから見える数字が判別部材２２を通して読み取られるため
、第一開口部８ａを通して読み取れる数字と第二開口部８ｂを通して読み取れる数字とを
取り違えて数値を読み間違えるおそれもほとんどなくすことができる。
【００３８】
　なお本発明は、検針員によるアナログメータの数字の読み取り間違いや目盛りＳの読み
取り間違いをできるだけ少なくすることに貢献するものであれば上述した発明の実施の形
態に限定されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々変更できることは勿論である。例
えば実施例１，２，３のアナログメータの特徴部分の全部又は一部を組み合わせてやった
り、最小位の数字メータの数字を表出させる表示窓４eのみならず、他の位の数字メータ
の数字を表出させる表示窓４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄにも実施例３の第二開口部８ｂや判別
部材２２を設けてやることなどもできる。
【産業上の利用可能性】
【００３９】
　本発明は、０から９までの数字がその外周面に描かれた筒状の数字ドラムを備えたアナ
ログメータに適用することで、検針員によるメータの数字の読み取り間違いや目盛りの読
み取り間違いをできるだけ少なくするものとしたが、例えば表面に０から９までの数字を
描いた同心で径が異なる複数の円環板を組み合わせて一枚の円盤とし、それぞれ独立して
回転する各円環板の数字を表示窓から読み取る構造のアナログメータ等にも本発明を応用
して適用することができる。
【符号の説明】
【００４０】
２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ，２ｅ　数字ドラム
４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ，４ｅ　表示窓
６　表示パネル
８ａ　第一開口部
８ｂ　第二開口部
１０　アナログメータ（電力量計）
１９　円盤
２２　判別部材
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Ｓ　　目盛り
１００　アナログメータ（電力量計）
１１０　ケーシング
１１１　基台
１２ａ，１２ｂ，１２ｃ，１２ｄ，１２ｅ　数字ドラム
１１３　蓋部
１４ａ，１４ｂ，１４ｃ，１４ｄ，１４ｅ　表示窓
１１５　枠体
１１７　前面カバー
１２０　電力量計本体

【図１】
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